
導入二日目から図書の貸出が出来る 

らくらく図書館（改訂５） 
 
 

従来は 

 
 
 
 
 

らくらく図書館（改訂５）では 

 
 
 
 
 
 
  
 
· 既にある蔵書は図書の貸出時に登録するので、自然に蔵書登録が進み 

· 新着図書は図書を受入れた時点で登録 

もちろん、時間のあるときは蔵書の登録を少しずつ行うと、さらに早く蔵書登録ができ

ます。 

 

準備するソフトと実行環境及び消耗品 

· 「らくらく図書館」 (有)シンシステムデザイン 

· 「司書ツール」  株式会社教育システム 
「司書ツール＆日書連 MARC200N 年度 ＣＤ-ＲＯＭ」をインストールすると日書連 MARC の百数十万冊の

書誌データがセットアップされ、さらにインターネットからデータ読込が出来ますので、常に最新データで運用でき

ます。司書ツールは、日書連マークのある地元の本屋さんに取寄せ注文（5,250 円）で購入できます。データの年間

更新料は小・中学校 5,000 円、高校１万円、その他は別途見積となっていますので、詳しくは㈱教育システム様にお

問い合わせください。 

 
· バーコードを印刷するためのラベル用紙 

4 段 11 列（エーワン㈱ 品番 28388） または 5 段 13 列（エーワン㈱ 品番 31137） 

 

 

図書館ソフトを 

導入 

蔵書図書を 

図書館ソフトに登録 

貸出等の業務開始 

らくらく図書館を導入 

その日のうちに 

利用者と図書番号の連番を

バーコード印刷 

 

バーコードラベルを図書に添付 

貸出画面で 

利用者と登録番号と ISBN のバ

ーコードを読み取ると 

図書登録と貸出が同時に実現 

この期間がとても長くて大変な作業が．． 

翌日から 

図書の貸出を開始 



 

第１日目の作業は 

· 図書に添付するバーコードラベルの連番を「らくらく図書館」で多数印刷します。 

下図は 5 段 13 列の用紙で印刷した例です。 

 
 

· 利用者（生徒名等）を登録して、同様にバーコードラベルまたは利用者一覧表を印刷し

ます。利用者のデータがある場合は CSV での読込も出来ます。 
 

第一日目の作業は以上で完了します。 
 
第２日目からは 

 

利用者が借りたい本を貸出カウンターに持ってきた時、次の作業をします。 

 

· 本に図書番号のバーコードラベルを添付します。 
· 次の画面で、利用者のバーコードと添付した図書番号のバーコードをバーコードリーダ

ーで読み取ります。 

 

· 今添付した図書はまだ、図書登録が出来ていませんので、次のような画面がでます。 

 
 

「はい」

を選ぶ 



 
· 簡易登録の画面が出ましたら、ＩＳＢＮ欄で図書の ISBN のバーコードを読み取ると、

日書連ＭＡＲＣのデータベースから瞬時に検索されて次のように入力されます。 

· 「ＯＫ」ボタンを押して、この画面を閉じると「らくらく図書館」に登録されると同時

に貸出処理も完了します。 

 
 

· このようにして貸出を重ねていくと自然に図書登録が出来ます。 

· 新規に購入した図書は受入れ時点で、バーコードラベルを添付して ISBN コードを読み

取ると、その時点で図書登録が出来ます。 

· もちろん、時間が空いているときは既存の図書にバーコードラベルを添付して ISBN の

バーコードを読み取るだけでいつでも図書登録ができます。 

· 古い図書は日書連 MARC に登録されていないので、手打ちで入力してください。 

ただし、ISBN コードが印刷されている図書は、ISBN 欄に手で ISBN 番号を入力すると検索が出来ます。 

例） ISBN4-906301-03-7  ⇒ 978490630103x と入力します。（ｘは何でも OK です） 

 
  日書連 MARC と司書ツール及び「らくらく図書館」との関係について 

· 日書連 MARC は、日本書店商業組合連合会で用意された書誌データで、「司書ツール＆日書連

MARC200N 年度 ＣＤ-ＲＯＭ」はこのデータを引当（抽出する）るためのソフトです。 
· この「司書ツール」は、日書連マークのついた本屋さんで購入できます。 
· 低価格な年間更新料で、インターネットから新刊図書のデータがダウンロードできます。 
· 「らくらく図書館」を使うと大手図書流通のサービスに頼ることなく、今まで通り地元の本屋さん

に図書の注文をしながら図書の整備が出来ます。 
 


